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会 議 録 

 

１ 会議名 

  令和 2年度 第 5回諏訪区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 ⑴ 協議事項（公開） 

  ① 自主的審議について 

   ・ 自主的審議テーマの検討について 

３ 開催日時 

  令和 2年 10 月 6 日（火）午後 7時から午後 7時 50 分まで 

４ 開催場所 

  諏訪地区公民館 集会室 

５ 傍聴人の数 

  1 人 

６ 非公開の理由 

  なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

  ・委 員：川上 俊一、川上 奈津子、川上 久雄（会長）、川室 光昭、西嶋 明子、 

       服部 幸雄、星野 実、堀川 悦郎、山岸 愛、山岸 真也、山田 勝也、 

       山田 哲平（副会長） （欠席なし） 

  ・事務局：中部まちづくりセンター 本間センター長、藤井係長、山﨑主事 

８ 発言の内容 （要旨） 

 【藤井係長】 

  ・会議の開会を宣言 

  ・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告 

  ・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会長が議長を務

めることを報告 

 【川上会長】 
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  ・会議録の確認：服部委員に依頼 

   次第 2 議題「⑴ 協議事項」の「① 自主的審議について」に入る。前回の協議会で

は、委員より地域の課題や特長について 2 班に分かれて議論いただき、その内容を全

体で共有した。その後、前回の意見や今後の審議の進め方について、正副会長と事務

局にて整理した。本日はその内容について説明し、意見を求めたいと思う。事務局よ

り説明を求める。 

 【藤井係長】 

  ・資料 2・3に基づき説明 

 【川上会長】 

   今ほどの説明について質疑を求める。 

  （発言なし） 

   これまで、町内会長を含め地域のいろいろな団体等と、地域協議会として会合等の

機会を持ったことはないが、今回は自主的審議事項をどのように決めていくのかを含

めて、話し合いの場を持てればよいと思い提案させていただいた。これについて意見

を求める。 

  （発言なし） 

   町内会長との合同会議は必要だと思っているのだが、必要か否かについても意見を

求めたい。実際に、町内会長協議会長からは前向きに考えていただいている。他の町

内会長の意見は今後になると思うが、一応 11 月中旬頃に合同会議を計画してはどうか

との話もいただいている。だが決定したわけではないため、協議会委員からも意見を

いただき、町内会長協議会長にも結果を伝えて、日程を決めていきたいと思っている。 

   山田副会長より意見を求める。 

 【山田副会長】 

   逆に質問である。合同会議の場を設けることに賛成の委員は挙手願う。 

  （全員挙手） 

   当初、正副会長と事務局で話をした際に、地域協議会が町内会長協議会にお願いす

る立場ということもあるため、お願いをするに当たり協議会委員の賛同がなければ前

には進まないと思っていた。今ほど、協議会委員の意見を確認できたため安心した。 

 【川上会長】 
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   自分も感じているのだが、地域協議会自体がまだ区の住民にあまり認識されてない

ように思っている。各町内会長はある程度理解していると思うが、住民は地域協議会

がどのようなことをしているのか分からないというか、理解いただけていないように

感じている。そのため、町内会長との話し合いの場を設け、各町内会にて地域協議会

の活動の報告等をしていただくことができれば、合同会議の意義があると考えている。

他に意見等あるか。 

  （発言なし） 

   では資料 2・3 に基づき進めていくこととし、情報交換会の開催について町内会長協

議会と調整を行いたいと思う。 

   次に、当協議会として、現時点で認識する地域の課題を整理するため、前回の協議

会での意見について確認していく。事務局より説明を求める。 

 【藤井係長】 

  ・資料 1に基づき説明 

 【川上会長】 

   今ほどの説明について質疑を求める。 

  （発言なし） 

   課題が多いため全てを行うことは大変だと思っている。今回は地域協議会委員の意

見として、町内会長協議会等に発表できればよいと思っている。それを踏まえ、この

内容でよいか否かの意見をいただければと思う。資料に記載されている内容はすべて、

前回の協議会にて委員より出た意見をまとめたものである。漏れている意見等あるか、

各自確認してほしいと思う。自分が出した意見が反映されてないということはないか。

これは地域協議会委員が現時点で考えていることであり、これで決定というわけでは

ない。町内会長協議会と意見交換して考えを聞きたいと思う。それを含めて改めてま

とめ、最終的に自主的審議のテーマにしていきたいと思っている。項目が多過ぎるた

め大変かもしれないが、うまくまとめていければと思う。そのため、すぐに課題を決

めるというわけにはいかないため、時間がかかるかもしれないことは理解いただきた

いと思う。では、現時点で地域協議会が認識する課題としては資料のとおりとしてよ

いか。 

  （よしの声） 
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   事務局、これでよいか。 

 【藤井係長】 

   資料 3 記載の町内会長との情報交換会の調整を進めていく。情報交換会では、基本

的に資料 1 の太枠で囲んでいる部分を資料とし、右側の欄に記載した取組や深掘の方

法については、未定のためお示ししない考えである。まずは課題認識として、町内会

長に見ていただきたいと思っている。先ほど、課題がたくさんあるとの話もあったが、

洗い出しを行ったものについて、すべてにすぐに取り掛かるのではなく、優先順位を

つけて進めていければと考えている。それについては、テーマを決める際に相談させ

ていただければと思う。 

 【川上会長】 

   課題はたくさんあってよいわけである。そこから絞り込んでいき、どういうものに

ついて進めていくのかを決めていきたいと思っている。協議会委員の大事な、貴重な

意見であるため、尊重して進めていきたいと思う。 

   以上で次第 2 議題「⑴ 協議事項」の「① 自主的審議について」を終了する。 

   次に次第 2 議題「⑵ その他」である。本日の議題に関して、何か意見等のある委

員の発言を求める。 

  （発言なし） 

 【藤井係長】 

   まだ大分時間もあるため、前回いろいろと意見をいただいた中で「こんなふうにな

ったらよい」と思うことがあれば、発言願う。実現性があるか否かは別として、委員

の気持ちを聞くことができればよいと思っている。 

 【川上会長】 

   堀川委員の発言を求める。 

 【堀川委員】 

   内容的には、資料のとおりでよいと思う。次回の地域協議会の件で質問である。次

回は町内会長と地域協議会委員の情報交換会ということだが、資料 3の「5 実施方法」

に、「町内会長・地域協議会委員混成の 4班」と記載されているのだが、これは具体的

に、前回の地域協議会にて行ったようなグループワークの形式となるのか。どのよう

なかたちでの話し合いをする予定なのか、決まっていれば教えてほしい。 
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 【川上会長】 

   事務局より説明を求める。 

 【藤井係長】 

   詳細は決まってはいない。だがイメージとしては、前回の地域協議会と同様にグル

ープに分かれ、それぞれが思っていることを気軽に意見交換できればと考えている。

それぞれがどのようなことを考えているのかを共有することができればよいと思って

いる。 

 【堀川委員】 

   前回と同様に班に分かれ、司会役と進行役を決め、自由に話し合うということでよ

いか。 

 【川上会長】 

   まだ確定したわけではない。町内会長協議会の了承をいただければ会議が実現する

ということである。改めて事務局と検討していきたいと思う。ただ、大勢で話をして

もなかなかまとまらないため、グループに分かれて意見交換を行い、発表してはどう

かと考えている。他に意見等あるか。長い間、地域協議会を行っているが、町内会長

や地域の団体との意見交換は一切行ったことがなかった。初めての試みであるため、

どのようになるのか分からないが、できれば今後も継続していきたいと思っている。

我々が知らないことも、町内会長や地域住民は知っていることが多いと思う。それを

うまく吸収して協議に反映できればよいと思っているため協力願う。 

 【西嶋委員】 

   社協だよりに掲載されていたのだが、昨年度、地域を取り巻く状況をイメージした

諏訪地区バージョンの「住民福祉会」を作るということで、地域の団体や町内会長が

集まり、米岡の里の研修センターで話し合いをしたことを思い出した。地域協議会で

行っていること、そして上越市社会福祉協議会で行っていることが、それぞれ別々で

はなく何かしらリンクできるとよいと思っている。いろいろなところで諏訪地区のこ

とを話し合えるということはよいと思うのだが、それぞれが思い描く諏訪区の未来像

のようなものが具体的にイメージできれば、よりよいテーマにもなっていくと感じて

いる。イメージ先行であり、言葉が不足していて申し訳ない。 

 【川上会長】 
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   自分と山田副会長も話し合いに参加した。現在、新型コロナウイルスの影響により

会議がストップしているのだが、諏訪地区もモデル地区として指定され、地域のいろ

いろな団体の代表者等が集まり、諏訪地区のよいところ・困っているところ等、地域

協議会とほぼ似たようなかたちで話し合い行われ、それぞれ課題が出た。それが非常

によかったと思う。確かに合同で行うことが出来ればよいのだが、現在、新型コロナ

ウイルスの影響により多くの人が集まっての会議は非常に難しい。今の話は非常によ

いと思う。昨年の話し合いには中学生も参加しており、かえって中学生のほうがよい

意見を出し、発表等もしていた。自分たち以上に立派な発表であった。皆それぞれに

よい考えを持っていたため、これが委員だけでなく諏訪地区の皆さんと話し合いがで

きれば非常によいと思う。あの時の会議が今後もまたあると思うため、報告できれば

と思っている。 

   他に意見等あるか。山岸 愛委員より発言を求める。 

 【山岸 愛委員】 

   自分の町内会以外の諏訪区内の町内会長を承知していない。自分は地域の情報が不

足しているタイプの人間であるため、そういう意味ではこのような機会があることは

素敵なことだと思う。自分は協議会委員であるにも関わらずこれほど分からないとい

うことは、諏訪区内の住民の半分くらいは他の町内会長が誰なのか分からないという

ことだと思う。先ほどの西嶋委員の発言にもあったが、コミュニティがなかなか横に

つながっていかないということがあると思う。諏訪は狭い地域であり、皆仲良しとの

イメージがあるにも関わらず、情報が共有できていないということを感じた。そのよ

うな活動をしているということも、社協だより等を読んでいるのだが、読んでいても

多分流しているような感じであり、一時的な活動だと思って終わっているのだと思う。

町内会長との情報交換会が実現できたとしたら、次はどこと行うのかを考えてはどう

か。先ほどの発言にあった、中学生との話し合いもとても楽しいと思う。地域協議会

で話し合うだけではなく、何かきっかけづくりになりそう、なるとよいと思ったため、

楽しみにしている。 

 【川上会長】 

   地域の住民を巻き込んで話し合いができれば 1 番よい。また地域の子どもたちも入

れて、いろいろな話合いができればよいと思っている。しかしながら、新型コロナウ
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イルスの感染拡大の影響により、なかなか多くの人が集まっての会合は難しい。早く

収まり、何かしらのかたちで諏訪区の町内全員が集まって話ができるくらいのことが

できればよいと思っている。 

   他に意見等あるか。 

 【堀川委員】 

   自分は初めて地域協議会委員となり、まだ分からないこと多い。せっかく町内会長

を呼んで話し合う場を設ける以上は、やはり話し合って終わりとはしたくないと思っ

ている。必ず、何かしらの活動に結びつけ、困っていること・心配していることの解

決につなげていただきたい。そのための意見交換会にしていただきたいと思う。でき

ることであれば、それを踏まえて自分たちも臨んでいかなければならないと思う。 

 【川上会長】 

   その通りだと思う。会議で話し合いを行っても、その場で終わってしまうというこ

とが多々ある。今回の意見交換会を継続して行っていけるようにしたいとの想いもあ

ると思う。改めて地域協議会として、どのように進めていくのか課題にしたい。それ

だけで終わることのないようにしたいと思う。 

   他に意見等あるか。川上 奈津子委員は議会も傍聴しているため、いろいろと情報は

聞いているかと思う。議会傍聴等で何か参考になることがあれば発言願う。 

 【川上 奈津子委員】 

   課題が多いことが前回の話し合いで分かった。本当に何をやってよいのか分からな

い状態だと思う。資料の表がよいと感じたこととして、例えば「1 困っていること」

の「公共交通の便が悪い」とのところで、高齢者の交通手段の確保等がある。例えば

現在、諏訪の里づくり協議会で月に 1 度、希望者を募ってイオンに買い物ツアーを行

っており、すでにそのように動き出している課題もあり、人口減少に関しては移住促

進諏訪の会が、動いているというほどではないのだが、課題として取り上げて活動し

ている。資料 1 を見て、すでに動いているところもあるのだと感じた。その中で町内

会長の意見を聞き、お互い話し合いをすることにより、今、本当に必要なこと、やら

なければならないことは何かを皆で考え、決めていければよいと思った。 

 【川上会長】 

   確かに、資料 1 の課題について、すでに取り組んでいるところもあると思う。諏訪
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の里づくり協議会自体、町内会長協議会とリンクしている部分もあるため、町内会長

との話し合いの中で、実際にどのようなことを行っているのかを聞くことができると

思う。委員でも買い物ツアーを知らない委員もいると思う。知っている委員はいるか。 

 【服部委員】 

   有線放送で周知されている。 

 【川上会長】 

   聞いている人は知っているようである。実際にそのように動いている。参加する高

齢者は特定の人であるようだが、今後、地域協議会の課題として進め、大きくしてい

くことができればよいと思っている。それも含めて、どのように進めていくのかを考

えていきたいと思う。 

 【川上会長】 

   ほかに意見等あるか。 

  （発言なし） 

   事務局で何かあるか。 

 【藤井係長】 

   特にない。 

 【川上会長】 

   次回は町内会長協議会との話し合いの場を設けることができればと考えているが、

まだ決定していないため、今後打ち合わせのうえ決定したいと思う。ぜひよい会を持

つことができればと思っている。 

   次に次第 3「その他」の「⑴ 次回開催日の確認」に入る。事務局に説明を求める。 

 【藤井係長】 

  ・日時及び会場：別途調整 

  ・内容：町内会長と地域協議会委員の情報交換会（予定） 

 【川上会長】 

   全体を通じて何かあるか。 

  （発言なし） 

   次回の会議はまだ未確定であるため、調整のうえ追って連絡したいと思う。 

 【藤井係長】 
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   11 月で都合の悪い日程等あれば、知らせてほしい。 

 【川上会長】 

   都合の悪い日程等ある委員は事務局に報告願う。 

 【山岸 真也委員】 

   開催日は 11 月の全日が対象なのか。 

 【川上会長】 

   基本的に平日で考えている。漠然とした日程であるため、早めに町内会長協議会と

調整をして報告したいと思う。 

  ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

  自治・市民環境部自治・地域振興課 中部まちづくりセンター 

                  TEL：025-526-1690 

                  E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

  別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


